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一.まえがき

この試験地は大正の木期秋田営林局が, スギ天然林の択伐作業を施業方針と 

してとり あげた際にその指導原則の確立のための標準地となつた個所である。 

何分にも最初から本米の試験という ことで設定せられた試験地でなく ・ 岩崎技 

師の択伐作業の指導標準 用 と して山発 し,いわゆる施業案の I C 択伐林型の固 

定標準地であって,当初は主として更新, 稚樹の調査が行はれていたものであ 

る。昭和9年に旧山林局が, 国有林の試験研究業務の整理統合方針に ともない 

天然林八種収穫試験地として取扱われることとなり主として成長量調査地とな 

つて今日にいたつたものである。

ニ. 試験地の概況及び林況

本試験地は秋田営林局管内ニッ井営林署大開経営区6林班へ小班に設定せら 

れたものである。樹令は平均約175年とされている。本試験地はスギ,広業樹 

の林分で劇囲 もが同一林況 を呈し、適潤性植物で一般に スギ林植生に適して い 

る流木, 草本階の種類が多く、土壌型はBD型である。試験地面積は 0.374ha 
である。

三.経過並びに取纏の方法

前文で述べた如く この試験は 大正 15 年岩崎技師によ る択伐指導標準地を継 

統調査 し, 昭和 3 年～昭和 7年造の 5 ヵ年間秋田営林局計画課で確樹調査を 

施,共の後昭和15年, 22 年,31年と過去16力年間に3回の毎木調査を実施 

した。取ﾡの方法の大略は「収穫試験力法書」にしたがっている。樹商;測定は 

麻生式測商器で測定し 1 m括約とし材積は秋田営林局調整の立木材積表によ り

- 1 -



求めた。 成長率はプレスラーの式によつた。

四. 林分構造の変化

本林分は秋田営林局択伐林型表の ・等地C に概当する ものである。大正15年 

岩崎ﾡ師の択伐指導の際に調査された毎木調査野帳によれば第 1炎のとお りで 

ある。

第1表 調査概要 スギ (ha当り) 

I な正 開和z年岡症|義株県譲優| 備 考

I 1 - ---------
/本数材 積本数材 積本数

本 m 本 m オ

236 388.6 251 576.6 215

材 私・ 大正15年調査の本数 
の減少は細経木以下 
除いたためである。 「

I 316.9 本数37本

上表の材積の計算は択伐林型炎の平均樹商による材積表を使用したものであ 

る。本林分は大正15年に択伐されたのである。回帰年が:20年であるから昭和 

21 年に第2回の択伐がはいるべきであった。1年経過後の昭和22年調査の数 

値と択伐林型表伐採後の数値を年平均成長量で比較すれば,林型表の期待平均 

成長量は 8.6m3 であるが, 本林分の 20年間の年平均成長量は 9.0m" でやや 

上廻っている。即ち期待成長量は保ち得たわけである。又林型表の最商直径階 

90cm に対し本林分の最商商径は 126cmで, 特に太い樹木が予定よ り も多く残

してこれらの成長量が関性をもつている。大正 15 年調査のスギ,広葉樹 

別の本数混交歩合は 45 :55 で,昭和 22 年では 46 :54である。択伐後数回の調 

査が行われているが, 比較的資料の整備せられているのは 昭和 15年以降の状 

況でギ, 広葉樹, 樹木級別, 本数材積に纏めて 第 2 表に示した。

広葉樹別交歩合はスギ 46 % ・ 広業樹54 %であつた。16 年後の 昭和 31 年調 

査現在ではスギ226本, 広葉樹267本,計493本・スギ, 広葉樹別混交歩合は 

スギ46%・ 広葉樹54%で昭和 15年調査当時に此し スギ,広葉樹ともに本数は 

減少しているが交歩合は同一である。 スギ,広業樹. 径級別本数分配状況 

(林相曲線省略)は昭和15年調査当時スギは小極木以下が49%. 中大径木が 

19%, 特大径木以上が32%を占めていたが, 昭和31年調査現在では小径木以 

下43%,中大径木 21%, 特大径木以上 36%とな り 小径木以下の割合は減少 し 

中径木以上は増加 した。広葉樹は昭和 15 年調査当時小径木以下が 57 %と大部 

分を占め,中大径木44%,特大ﾡ木以上9%とで細径木の減少と小中径木の 

増加が 日立つ。このように16 年間 に於て ス ギ,広業樹 ともに 変化をな しつゝ 

あることがう かがえ る。即ち スギは後年にな る に したがって細径木の本数が減 

少し現在ではむしろ一斉林に移行しつ ・ あ り,広業樹は中径木の多い一斉林型 

に移りつゝ、ある。 (yバ No.1参間)

第2表 各調査年毎林分一覧表 (ha当 リ)

ギ 広 業
樹木級 昭和15年 昭和22年 昭和31年 昭和15年 昭和22年 昭和31年

細径木 

小径木 
中径木 

大径木 

特大径木 

極大径木

本 
数 
本
72
48
30
16

材積
mi

3.005
10,661
23,653 
27,096

を 材 種

本
72
51
24
24

3.035
11,128
16,406
43,366

53
27
21

計

材積を材積 菱 材積

m
1,992'

11,112
16,695
39,701

本. m 本 m;
材積

51238,754
29271,866

48240,294
32 311,586

43220,096
37 368,930

83
80
75
24
19

4,054 
23.235
61,414 
39,297
63,711

536,896

86 
72
64
45
19 
5

4,519 
22,741 
51,944 
76,545 
71,979 
40,773

53
67
51
21
3

I;
4,110

16,861
52,933 
89,757 
86.195 
17,623

No.1

ニッ井営•林署部内鹿瀬内沢国有林 
雨地沢天然林試験地 スギ林相

246575-035 251 625,815226658,526286228,60 7291 268.501 267 267,479

昭和15 年調査当時の本数 ( スギ 246 木 , 広葉樹 286 本 , 計 532 本でスギ , 次にスギ,広葉樹別の樹木級別材積百分率を示したのが,第3表である。
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各調査年毎樹木級別百分率第3表

掛 木級 別

ス ギ 広葉樹

昭15年 昭 22 年 昭31年 昭15年 昭22年 昭31年

材積% 材積%% 材書% 材積％ 材積% 積% :

細 径 木 0.5 0.5 0.3 1.8 1.7 1.5

小 径 木 1.9 1.8 1.7 10.1 8.5 6.3 ；

中 径 木 4.1 2.6 2.5 26.9 19.4 19.8

大 径 木 4.7 6.9 6.0 17.2 28.5 33.6

特 大 径 木 41.5 38.4 33.5 27.9 26.8 32.2

岬 大 径 木 47.3 49.8 56.0 16.1 15.1 6.6

1---------
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

第 3表で明 らかな と お り スギは大径木以下は次第に減少 し特大径木以上は充 

実しつ ゝ あ り 特に極大径木の増加が著しい。広葉樹は昭和 15 年の大径木が 17 
%で昭和31年の調査で約34%となり大径木, 特大径木の増加が著しい。他の 

樹木級は滅少が目立つ, 即ちスギは特大径木以上が 90%%を占めて中大径木8% 
細小径木が2%となつている。本林分のスギ著積の大量は特大径木,ﾡ大径 

木の成長によるものである。

五.被害状況

昭和 1ラ 年調査よ り 昭和 22 年までスギ ・ 広葉樹共に細径木級に 5 本(ha当り) 

う、被害が発生した。彼害の原因は 自然枯死; 二よるものである。昭和22年よ 

り 昭和 91年造の被害状況は スギ25本,広葉樹で 24本となり 大体同一本数で 

ある。スギでは細径木級に19本, 広葉樹に於いては 細小径木級に被害木数が 

多く発生している。スギの中径木, 特大径木の被害は昭和29年9月 26～27 日 

米興した台風15号によるものである。 (写真No. 2参照) 広葉樹の中径木以 

上の被害状祝況は自然枯死による ものである。即ち被害状況はスギで自然枯死木 

は細径木に限られているが広葉樹は極大径木まで及んでいる。スギ, 広葉樹共 

に径級の小なる ものほど被害が多いことがうかかえる。

六•稚樹の発生状況

択伐実施後昭和 2 年に試験地に稚樹調査ベル ト 区を設けた。ベル ト は試験地 

のほ ゞ中央部に設けその商積は0.06 ha である。択伐実施後 7 年目 の昭和 7 年 

にha 当 り 発生本数は 6,767 本で最も多く れた。昭和 8 年以来の 確樹調査の 

記録はなく 昭和 22 年調査の際の 記録を若干述べ る。前回の 利樹調在の本数は

台風15号による桜者木 中径木 (挫折木) 伏条性 稚 樹 成育状況

6,767本であつたものが,昭和22年調査の際は2,567本と減少している。其 

の後潅木層の発達につれ残存本数は減少 し,又稚樹の発生は林分疎開後,数年 

の間 は最も ﾡ路で ある。然し 其の 後林分が越閉 して林内 に射入す る 陽光量が 少 

なく ・ 稚樹の発生•成育に影響を及ぼしたので残存本数が減少したものと考え 

られる。次にこの試験地は伏条性ではあるが, 後継樹が成育 している。苗高は 

平均約50 ～ 60 cm 位である。最大苗高は 2 m 前後で実生の稚樹よ り 3 倍以上 

大きい。本調査地の天然更新は一般に極めて悪い状態に置かれている。

(写真 No. 3参照)

七.林分の成長経過

林分の内部的変化に伴って森林の成長は如何に変化 し たか ・ 各調査期間毎に 

成長量を示したのが第 1 図である。

林分の材積は調査を繰返す毎に増加している。スギ, 広葉樹別の材積変化は 

スギは 各回の調査と も 蓄積は増大し, 広葉樹は 昭和 31年調査の際は若干滅少 

している。昭和15 年調査よ り 7 年経過後の昭和 22 年調査までにおいて, この 

間年平均成長量7.285m"成長率 1.2%の数値を示した。その後昭和31 年調査 

結果は年平均成長量5.24ラm"成長率 0.80 %の過少な数値を示している。即ち 

成長量は 減退しつゝある。然し ﾡ等地Cの期待平均成長量はスギにあつては
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8.6m3であるが, 最近の成長量は6～5m3であつてやゝ下位にあるが, 蓄積 

においては択伐林型表によれ488.2m"に対し 658.5ma と約170m"程大と 

なつている。広葉樹も大体同一傾向を示し昭和15年以米昭和31年の間におい 

て約 30 m' の枯損量が4 じている ため最近の蓄積は負の数値で林分蓄積は減少 

している。スギ,広業樹樹木級別年平均長量は昭和15年～22年の成長量の 

大部分は特大径木 ha 当り 2.8m"成長率 1.2%, 極大径木ha当iり 3.0m"成長 

率1.1 %であった。(樹木級別年平均成長量一覧表省略)・ 昭和 23年 〜 31年造 

の成長量も特大径木,極大径木であ り特大径木では ha当り 2.3m3成長率 0.9% 
極大径木 ha 当り 2.0m3成長率0.7%であるが年数の経過と共に最近の成長量 

は前回に比 して成長量が減少 している。

また広葉樹では各径級共に減少し前文で述べた如く林分成長量は著しく低下 

し,最近では年平均 ha当り 3.1m3 程度の成長量である。

次に木林分の訴商折mi積関係をみると第4, 第 5 大のとおりである。

第4表 林分胸高断面積一覧表 (ha当 り)

区

調 分

経
過

ス

現実(0.374ha)

本数断 面 積

ギ

本 数

ha 当 り

断 而 秋 ：

昭 和 15 年 調 査 

昭 和 22 年 調 査

7 力年間の成長量

1カ年の 成長 兄：

成 長 率％

昭和31年 調 査

9カ年間の成長焼

1 力 年 の成長量

成 畏 率％

本
92

94

85

in- 
14.9294

16.5611

1.6317

0.2331

1.48

17.0787

0.5176

0.0575

0.34

一本 
246

251

226

39.9182

44.2810

4.3628

0.6233

1.48

45.6650

1.3840

0.1538

0.34

即ち最近 9 力年間 の成長量 1.3840 n/ , 1 力年0.15383m14 の成長量を示し成 

長率は備か に 0.34%である。

・ 成長ﾡによる最近30年間の成長量

本林分の成長量をよ り 確実に知る ため に スギ に付いて毎木成長錐を も つて最 

近 30 年間の年輪巾 を測定 し成長量調査を行った。W和131 年の胸高直I径を非準

第5表 各ﾡ木級別胸高断面積一覧表 (ha当り)

覘木級別 範 四
本 数 各 直 

高断
径級の胸 
面i積 合 計

平 均 
胸 T 
昭 

15年

j1本宛 
断面積 
昭 昭

22年 31年
昭 

15年
昭 

22年
昭

31年 昭15年 昭22年 昭31年

細 径 木
cm 

8～14
本 
72

本 
72

本 
45

ms 
0.7126

ms
0.7524

m m2 m m
0.52750.00990.01030.0132

小 f 木 16～24 48 51 53 1.5869 1.6984 1.70560.03310.03330.0328

中径木 26～36 30 24 27 2.3195 1.7489 1.8422 0.08000.07000.0709

大径木 38-50 16 24 21 2.2312 3.5019 3.20190.1312.0.1401 0.1525

特大径木 52-70 51 48 43 15.0947 16.3572 14.8072 0.29030.33380.3526

師大従木
72cm 

以上
29 32 37 17.9733 20.2222 23.58060.5991 0.59480.5895

計 246 251 226 39.9182 44.2810 45.6650
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として 30 年問で半径成長側 cm 成長 し たかを単木毎に図示 し たが, (図省略) 

30 年間に細径木で3cm ,小径木で 5cm,中径木で 4～5cm, 大径木で 5 cm 胸 

商直径 40cm のものが7.6cm の成長 を示している。特大径木 で4～5 cm 特に 

成長 の よい もの は胸高道径 64cm のもので8. 9cm の成 長を示している。極大 径 

木では4～7 cm の成長を示している。特に成長量の大きい ものは特大径木級 

である。全林木平均では半径成長量3.9cmである。成長量のよいものと悪い 

ものとの立木位置の問題等もあると思われるのでﾡ討した結県,平地,傾斜 

地,峰部と三ツのグループに別れた。即ち平出地では中径木, 大径木,特大径 

木,極大径木と成長のよいものが現れ,特に特大径木級の成長がよく,傾斜地 

で成長のよいのは小,中径木級で峰部では極大径木級の成長が よい傾向であ 

る。成長錐調査の資料からみた肥大成長においては同一径級にあっても,ほと 

んど成長量がないものと, 極く成長の良好なものとあり,林木の個性に相当の 

差があることがみとめられる。更に30 年間の半径成長量 を 本数 にて 図示 し た 

のが第2図である。

第

木

数
(

本)

2図

30午向の千をﾡ長致対木救、 
(4*ッ)

0123 456 78910

半 径 成 長 a (cur)
30 年間の半径成長量で3 cm 伸びた も のが ha当 り32本, 5cm 仲びた ものが 

37本である。9 cm仲び た も の の平均直径は44. 3 cm で樹木級別では 大径木 ・ 特 

大径木級である。5cm仲びたものの平均直径は62.1っmで特大径木・極大径木 

級 の もの で ある。年輸 の頻護分布について毎木について測定 し た。最近 30 年 

間における年輪の年度別平均償を第3図に示した。

即ち大正15年に択伐され, 択伐後 4年目の昭和5年に最大の成長を示して 

いる。このことは雨量と関係なく成長し大正 15 年の択伐の影響で 最大 の成長 

を示したのではないかと思われる。其の後林分が鬱閉 して来る に したがつて略 

一定の成長を してい る。以上試験地設定以米ﾡ在までの調衣結県の概要につい

て述べたがその調査結果よ り 次の こ と がらがいえる。

① 本林分の稚樹発生は多数発生したが, 漸次地床植物の成長と ともに発生不 

能となり,上木の鬱閉が甚しく後継樹と して健全に成育する ものは少数であ 

る。伏条性和樹は坡大苗高 2m 前後である。

② 確樹の成立を促進させるためには保育手入は絶対に必要である。伏条性で 

あるが後継樹を健全に成育せしめるには択伐乃至間伐を行わなければなウな 

い状況となつている。回帰年の時に実行すべきであった。

③ スギの 白 然枯死木は細径木級に 多く 発生 している。

① 林分蓄積の大部分は特大径木,極大径木が占めて,現在では択伐林型の型 

とはいいがたく,一斉林型へと移行している。細径木級へ進級してくるもの 

が全然ない。

® 成長錐調査結果最近 304間の全林木平均では半径成長量3.9cm と なつて 

いる。
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